
岡
山
を
支
援
拠
点
に

岡
山
同
友
会
と

認
間
数
大
規
模
災
害
備
え

　
岡
山
経
済
同
友
会
の
松

田
久
代
表
幹
事
と
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波
茂
代

表
が
１
日
、
岡
山
市
内
で

記
者
会
見
し
、
西
日
本
で

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
、
岡
山
が
海
外
か
ら
の

救
援
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ

る
拠
点
と
な
る
よ
う
、
両

団
体
が
協
力
し
て
行
政
な

ど
に
働
き
掛
け
て
い
く
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
構
想
で
は
、
国
連
人
道

問
題
調
整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ

Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
、
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
、
ス
イ

ス
ユ
ニ
オ
ン
銀
行
な
ど
と

両
団
体
が
連
携
。
交
通
の

便
が
良
く
災
害
が
少
な
い

岡
山
の
立
地
特
性
を
生
か

し
、
迅
速
に
海
外
か
ら
人

や
物
資
の
支
援
を
受
け
入

れ
る
体
制
を
構
築
し
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

に
備
え
る
。

　
松
田
代
表
幹
事
と
菅
波

代
表
が
１
月
1
4
日
か
ら
2
0

目
ま
で
ス
イ
ス
を
訪
問

し
、
関
係
機
関
の
実
務
担

当
者
ら
と
会
談
し
て
合
意

し
た
と
い
う
。
今
後
は
Ｕ

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

で
覚
書
の
締
結
に
向
け
て

協
議
し
て
い
く
ほ
か
、
岡

山
市
と
倉
敷
市
に
対
し
、

大
規
模
災
害
時
に
岡
山
を
救
援
拠
点
に

す
る
構
想
に
つ
い
て
説
明
す
る
松
田
代

表
幹
事
（
右
）
と
菅
波
代
表

緊
急
救
援
基

地
と
な
る
こ

と
を
目
指
す

条
例
の
制
定

を
提
案
す
る

予
定
。

　
松
田
代
表

は
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
で

は
甚
大
な
被

害
が
出
る
可

能
性
が
あ

り
、
海
外
か

ら
の
救
援
が

不
可
欠
に
な

る
。
国
際
機
関
と
の
関
係

強
化
に
努
め
た
い
」
と
説

明
。
菅
波
代
表
は
「
世
界

各
国
か
ら
支
援
を
受
け
る

に
は
、
国
運
を
通
じ
て
呼

び
掛
け
て
も
ら
う
の
が
効
・

果
的
。
地
域
と
し
て
災
害

に
備
え
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

’
両
団
体
は
昨
年
３
月
、

大
規
模
災
害
時
の
緊
急
医

療
支
援
活
動
に
関
す
る
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
田
中
泰
）
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